
DX・ICTで地域課題に新たなソリューションを。
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各
所
機
関
と
連
携
し
て 

地
域
の
課
題
解
決
へ
取
り
組
む

滋
賀
県
立
大
学
の
地
域
ひ
と
・
モ

ノ
・
未
来
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、滋

賀
県
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
使
命

と
し
て
い
る
。
企
業
や
県
内
の
公
的

機
関
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
団
体
・
機
関

が
参
画
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し

な
が
ら
地
域
が
抱
え
る
問
題
の
解
決

に
向
け
て
活
動
中
だ
。
ま
た
、
同
大

学
は
県
立
大
学
で
あ
る
が
ゆ
え
滋
賀

県
と
の
関
わ
り
も
深
い
。
セ
ン
タ
ー

長
の
酒
井
道
教
授
は
滋
賀
県
地
域
情

報
化
推
進
会
議
の
会
長
を
務
め
、
県

内
の
大
学
や
自
治
体
、
企
業
と
共
に

地
域
の
情
報
化
社
会
の
実
現
に
貢
献

し
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、同
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組

む
２
つ
の
研
究
事
例
に
注
目
し
た
い
。

企
業
に
眠
る
デ
ー
タ
に
注
目
し 

有
効
な
活
用
方
法
を
探
る

滋
賀
県
地
域
情
報
化
推
進
会
議
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
滋
賀
デ
ー

タ
活
用
Ｌ
Ａ
Ｂ
」
は
、
企
業
や
行
政

機
関
が
持
つ
デ
ー
タ
が
地
域
課
題
の

解
決
に
も
た
ら
す
可
能
性
に
つ
い
て

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー

も「
滋
賀
デ
ー
タ
活
用
Ｌ
Ａ
Ｂ
」に
参

加
し
て
お
り
、
観
光
・
交
通
に
関
す

る
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
分
析
・

研
究
を
進
め
て
き
た
。

宮
城
茂
幸
准
教
授
ら
は
、
タ
ク
シ

ー
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
に
よ
る
走
行
デ
ー

タ
か
ら
乗
客
の
乗
降
頻
度
と
移
動
パ

タ
ー
ン
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
結

果
は
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
生
活
な

ど
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
解
析
す
る
こ

と
で
、
タ
ク
シ
ー
の
配
車
計
画
へ
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
は
交
通

規
制
な
ど
の
社
会
実
験
へ
の
活
用
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。

酒
井
教
授
ら
は
、
滋
賀
県
と
京
都

府
の
各
種
宿
泊
情
報
を
基
に
都
市
間

の
相
関
関
係
を
分
析
し
、
い
く
つ
か

の
地
域
ク
ラ
ス
タ
（
集
団
）
を
抽
出

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
よ
う

な
ク
ラ
ス
タ
は
観
光
コ
ー
ス
の
設
定

や
地
域
間
の
連
携
に
つ
な
が
り
、
観

光
や
飲
食
産
業
の
育
成
や
行
政
の
施

策
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ

ー
タ
提
供
者
の
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
運

営
会
社
か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
の

比
較
の
要
望
を
受
け
る
な
ど
大
き
な

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
滋
賀
デ
ー
タ
活
用
Ｌ
Ａ
Ｂ
」で
の

研
究
は
、
企
業
ら
が
持
つ
デ
ー
タ
の

価
値
を
再
発
見
し
、
有
効
活
用
へ
つ

な
げ
る
重
要
な
取
り
組
み
だ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
現
在
も
、
健
康
に
関
わ

る
分
野
で
、
健
康
管
理
ア
プ
リ
か
ら

得
ら
れ
る
体
組
成
デ
ー
タ
に
つ
い
て

研
究
中
だ
。

健
康
管
理・位
置
把
握
シ
ス
テ
ム
で 

近
江
牛
の
育
成
を

「
近
江
牛
」
は
滋
賀
県
の
著
名
な

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
地
域
の
主
力
生

産
物
の
１
つ
で
あ
る
。
し
か
し
子
牛

の
育
成
に
は
手
間
が
か
か
り
、
健
康

に
育
て
る
た
め
に
は
課
題
も
多
い
。
そ

こ
で
、
子
牛
の
健
康
管
理
の
省
力

化
・
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
指
し

て
、
子
牛
の
育
成
施
設
を
有
す
る
滋

賀
県
畜
産
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
と
、

独
立
系
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ

でBluetooth

ビ
ー
コ
ン
の
メ
ー
カ

ー
で
も
あ
る
㈱
フ
ォ
ー
カ
ス
シ
ス
テ

ム
ズ
と
の
共
同
研
究
が
始
ま
っ
た
。

子
牛
の
体
調
は
、
体
温
・
活
動

量
・
行
動
パ
タ
ー
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
か
ら
把
握
で
き
る
。
宮
城
准

教
授
ら
は
、
子
牛
に
取
り
付
け
た
加

速
度
セ
ン
サ
ー
か
ら
得
ら
れ
る
行
動

履
歴
か
ら
、
発
熱
・
体
調
不
良
の
前

兆
を
検
出
す
る
可
能
性
を
見
い
だ
し

た
。研
究
を
進
め
、病
気
を
早
期
に
発

見
、
治
療
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
出
荷
ま
で
の
損
耗
率
の
低
下
に

つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。
ま
た
㈱
フ
ォ

ー
カ
ス
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、Bluetooth

ビ
ー
コ
ン
位
置
情
報
取
得
シ
ス
テ
ム

を
畜
舎
内
の
子
牛
に
適
用
し
、
遠
隔

地
か
ら
も
観
測
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
子
牛
以
外
の
対
象

に
も
応
用
で
き
る
。
現
在
は
稼
働
時

間
を
長
く
す
る
た
め
、
秋
山
毅
准
教

授
と
共
同
で
ビ
ー
コ
ン
の
電
源
装
置

を
開
発
中
だ
。
さ
ら
に
、
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
に
よ
る
体
温
管
理
の
研
究
も

始
ま
り
、
多
方
面
か
ら
技
術
開
発
が

な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
共
同
研
究
は
、
滋
賀
県
の
令

和
４
年
度
近
未
来
技
術
等
社
会
実
装

推
進
事
業
に
採
択
さ
れ
、
県
か
ら
も

大
き
な
期
待
を
受
け
て
進
め
ら
れ
て

い
る
。
生
産
効
率
の
改
善
の
先
に
畜

産
業
の
若
い
担
い
手
の
増
加
を
見
据
え
、

Ⅰ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
目
指
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
践
学
座“e-PICT”

へ
の 

地
域
の
期
待

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
は
、担
当
の

杉
山
裕
介
准
教
授
を
中
心
に
編
成
さ

れ
た
、
大
学
院
副
専
攻
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
践

学
座“e-PICT”

の
履
修
生
も
、実
習

の
一
環
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
地

域
社
会
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
を
発
揮
し

課
題
解
決
を
担
う
人
材
育
成
の
場
と

な
っ
て
い
る
の
だ
。

滋
賀
県
立
大
学
で
学
ぶ
人
と
共
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
て
地
域

に
貢
献
す
る
地
域
ひ
と
・
モ
ノ
・
未

来
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
。
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
分
野
の
研
究
活
動
や
人
材
育
成

を
推
進
し
、
学
内
の
産
学
連
携
セ
ン

タ
ー
と
も
協
働
し
て
、
滋
賀
県
の
基

本
構
想
で
あ
る
「
変
わ
る
滋
賀 

続
く

幸
せ
」
の
実
践
を
目
指
し
て
い
く
。
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視覚障がい者の職業支援へ。DXを看護教育に生かす地元企業も国も注目する技術開発

地域機関と連携した活動を通して、幅広く地域社会に貢献する

地域ひと・モノ・未来情報研究センター センター長 （滋賀県立大学 工学部 電子システム工学科 教授） 酒井 道

当センターでは、滋賀県立大学の教員２０数名が研究・教育活動を行い、外部の民間企業・公的機関との連携を深めて
きました。地域に根差しつつ最先端の学術課題に取り組むグローカルな活動を行いながら、その中で学部生・大学院生・
社会人が学んでスキルを身に付けるという仕組みも有効に機能しています。このような直接的な教育・リスキリング活動だ
けでなく、さまざまな動画ライブラリの公開・充実にも努め、幅広く滋賀県を中心とした地域社会への貢献を目指しています。

京都の企業と協働で、真空下におけるセンサーデバイス
を開発中だ。この開発研究は令和4年度のA-STEPトラ
イアウト採択課題に決定している。この取り組みは進行
中の他研究と共に成果を特許出願し、知的財産のポート
フォリオ形成にも貢献している。

人間看護学部と機械システム工学科の教員が、マッサージ手技の教育システムを
共同研究している。開発した繊細なセンサーを搭載した上肢モデルは、マッサージ
の位置・力・速度を熟練者の技と比較でき、練習の精度向上が期待される。今
後は学習用の全身モデルやボディスーツ、遠隔教育アプリを開発予定だ。視覚障
がい者の職業問題の一助となるよう、これからも活動を続けていく。
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